
One Tool
Does It All

ControlDesk Next Generation：効率的なECU開発のための新しい
汎用的な試験ツール
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図 1：ControlDesk® Next Generationを使ったシナリオ例

ラピッドコントロールプロトタイピング、HIL（Hardware-in-the-Loop）
シミュレーション、バスシステムアクセス、ECU適合および診断。かつては
別々の開発段階で行われたこれらの工程も、現在ではますます収束が進ん
でいます。要件は変化し、それに合わせて開発ツールも変化してきました。
ControlDesk Next Generationは、この課題に対する dSPACEの答えです。

はっきりとした区分の消失
ラピッドコントロールプロトタイピング
（RCP）、HIL（Hardware-in-the-Loop）
シミュレーション、適合および診断など、
ECUソフトウエアの開発およびテストの
異なる段階でのニーズを満たすため、さま
ざまな専用ツールが進化を遂げてきまし
た。それぞれのツールはその用途に特化
し、生産性の高い作業に関する専門知識
も必要となります。しかし、こうしたことは
ECU開発の現状とは合わなくなってきま
した。この現実世界の例が示すように、分
野を隔てる壁は消滅しつつあります。

n  コンポーネントテストでは、自動化され
て時間同期した環境で、複数の ECU
内部変数、バス信号および HILシミュ
レーションモデルからの変数をHILシ

ミュレータ上で計測する必要がありま
す。また、このテストでは、ECUのフォー
ルトメモリとシミュレータの電気的欠陥
シミュレーションにアクセスする必要が
あります（図 1）。

n  RCPシステムが起動され、CANバス
モニタリングを実行して実際の ECUと
の正しい通信が行われているか評価す
る必要があります。妥当性チェックのた
め、ECUの内部変数も時間同期下で
計測する必要があります。

n  ESP ECUをテストするため、HILシス
テムによって計測データ（ホイールス
ピードセンサなど）が正確にリアルタイ
ムで再生される必要があります。
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図 2：ControlDesk Next Generation、ECU開発のための汎用的でスケーラブルな試験用ツール

現状：ツールチェーンの不均一性
今日、ユーザは複数の開発ツールを同時
に使用します。通常、それぞれのツールの
プロバイダも異なります。全体のシナリオ
に合わせるため、各ツールを相互に適応
させ、開発プロセスに統合する必要があ
ります。複雑なシナリオと組み合わせたと

目標は、ラボで必要な回数だけテストドラ
イブを再現することです。
これらのケースが示すように、開発者はシ
ステム全体やそれらのすべてのサブ領域
の専門知識がない場合でも、ますます多
くのデータソースに対応する必要に迫られ
ています。

ControlDesk Next Generationは、開発者が効率的
に作業するために必要なすべてが揃ったパッケージ
ソフトウエアです。

きにツールが満足に機能するかは、ユー
ザが自分で確認しなければなりません。
問題がある場合は、どのツールもその原因
となっている可能性があります。ツールの
組み合わせが問題をより複雑にします。
特にエラーが発生し、生産的な作業にあ
てられるはずの時間がむだ時間となった
場合、ツールチェーンの検証と保守は大
きな負担となります。

ControlDesk Next Generation：
dSPACEの試験用中央管理ツール
ControlDesk Next Generation は、
ECU開発からテストプロセスまでの全工
程を一貫して使用でき、あらゆる用途のシ
ナリオを最適にカバーする dSPACEの新
たなツールです（図 2）。ControlDesk 
Next Generationは、dSPACEの実績
のある 2つのツール、ControlDeskと
CalDesk®（それぞれ 1999年および
2003年にリリース開始）の機能を統一す
るものです。ControlDeskは、主にHIL、
RCP（フルパス手法）およびオフラインシ
ミュレーションに使用され、CalDeskは
ECU適合および診断、車載シナリオおよ
び RCP（バイパス手法）に使用されます。
今回、この 2つのツールの長所が後継と
なるControlDesk Next Generationに
統合されました。その結果、ツール数の削
減、ユーザインターフェースや管理にかか
る作業時間が短縮し、異なるツール間の
データ交換の必要がなくなりました。長い
間望まれていたシームレスなプロセスがつ
いに実現したのです。

また、ECUおよびバスインターフェースを
含むすべてのデータソースへの同期アクセ
スも、大きな特長となっています。さらに、
ControlDesk Next Generationでは、
細部にわたる強化が行われたほか、まった
く新しい機能も追加されています。ECUア
クセスと診断が統合され、バスシステムに
柔軟にアクセスできるようになったため、
サードパーティ製のツールは必要なくなり
ました。ControlDesk Next Generation
は各種モジュールを使用して拡張でき、特
定の用途にも最適の構成で対応することが
できます。後日、ECUアクセスなどの追加
機能が必要となった時点で、そのモジュー
ルを購入することができます（図 3）。n

シームレスなプロセス
もうひとつの大きな目標は、シームレスな
開発環境の実現です。ユーザインター
フェースの設定、計測データおよびパラ
メータセットの生成および管理などのタス
クは、一度で済むのが理想です。たとえば
RCPシステムから実際の ECUへの移行
などを容易にする唯一の方法は、データ
管理を簡略化して煩雑な作業をなくすこと
です。
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ControlDesk Next Generation：各モジュール
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1) Standard Platforms Moduleへのアドオン

インタビュー 

Holger Krisp  
ControlDesk Next Generation 
製品マネージャ

dSPACEが ControlDesk Next Gene-
rationを開発することになった理由は何
だったのですか？
当社は、多くのユーザと緊密な関係を
保っているため、製品を実際にどのよう
にお使いいただいているか、直接の情報
を持っています。ここしばらくの間、従来
の仕事の仕方が変わってきたこと、そし
てそのトレンドが加速していることに着目
していました。そこで私たちは、日々の仕
事をより簡単に行うこと、また新たな用
途の可能性を創出することを目的として、
異なる用途のシナリオを統合する
ControlDesk Next Generationを開
発しました。ControlDeskとCalDesk
はどちらもパワフルで、それぞれの分野で
実績をもつツールです。その後継となる
ControlDesk Next Generationは、こ
れら2つのツールの相乗効果と拡張性を
備えているため、その優位性はさらに向
上しています。

お客様がControlDesk Next Generation
を選ぶ理由は？
ControlDesk Next Generationは、最
新のオールラウンドツールであり、現在の
市場のニーズにぴったりと合っているから

です。dSPACEは強力なパートナーとし
て、ツールの組み合わせによる不具合な
どの問題がもたらすストレスをこの新たな
ツールで解消し、効率的に開発作業に集
中していただくことを目指しました。仮に
お客様の希望通りに機能しない問題があ
る場合、その問題を分析するのが当社の
義務であると考え、お客様と協力して最
適なソリューションを提供します。

市場からの反応はすでに受け取っていま
すか？
ControlDeskとCalDeskを組み合わ
せるというアイデアは、長い間お客様と
検討してきました。当社のこのビジョンに
対するお客様方の反応は一様に良好なも
のでした。あるお客様は、「ついに
ControlDeskとCalDeskがひとつにな
りましたね。私たちはこれを待ち望んで
いました」と歓迎してくださいました。
dSPACE Release 7.0で ControlDesk 
Next Generationがリリースされれば、
もう待つ必要はありません。

インタビューにご協力いただきありがとう
ございました。

図 3：ControlDesk Next Generationのモジュラー型の設計

移行

新しいインストレーションコンセプトに
より、ControlDesk Next Generation
は簡単にインストールできます。既存
の dSPACEリリースと共存するよう
に、dSPACEのフォルダ階層には配置
されません。これにより、新規のツール
の評価や、ControlDesk 3.xおよび
CalDeskで作成されたエクスペリメン
トの移行がスムーズに行えます。
ControlDesk 3.x および CalDesk
のソフトウエア保守サービスをご契
約のお客様には、自動的に新しい
ControlDesk Next Generation と
dSPACE Release 7.0をお届けいたし
ます。
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ControlDesk Next Generationの機能
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数多くのインターフェース
ControlDesk Next Generationは、すべての
dSPACE RCPおよび HILプラットフォーム（マル
チコアDS1006 Processor Boardおよび新製品
MicroAutoBox IIなど）へのアクセスを提供しま
す。ECUのアクセスについては、ASAM MCD-
1 MC（CCPおよび XCP、具体的には XCP on 
CAN/XCP on Ethernet/XCP on FlexRay）お
よび各種のオンチップデバッグインターフェースを
サポートしています。ECU診断機能の統合には、
KWP2000、UDS、TP2.0および GM LANなど
の診断プロトコルを使用して、ASAM MCD-2 D
（ODX）を介して CANおよび K-Lineベースの
アクセスを行うことができます。外部計測装置に
接続することもできます（温度計測など）。車載バ
ス（CAN、LINおよび FlexRay）には、PCインター
フェースボードおよび dSPACEバスインターフェー
ス（DS4302など）を介して直接アクセスすること
ができます。

すべてのデータソースを同期して計測
ControlDesk Next Generationは、異なるソー
ス（RCPおよび HILプラットフォーム、ECU、バス
インターフェースおよび外部計測デバイス）からの
計測データを精密に同期します。これは、特にHIL
ユーザに関して、これまでにない新たな可能性を
開きます。たとえば、HILシミュレータの設定と過
電圧およびこれが ECUの内部変数のひとつにもた
らす変化の時間的関係を直接ツールで計測できま
す。収集された計測データはMeasurement Data 
Managerに蓄積しておき、より詳しく解析を行う
ためにはMATやASAM MDFなどの標準形式に
エクスポートすることができます。

計測
ControlDesk Next Generationには、レイアウ
トを容易かつ柔軟に作成するための数多くの新機
能が追加されています。複数のシミュレーション、
ECUおよびバス変数を、複数行の計器（バリアブ

ルアレイ）にまとめてドラッグすることができます。
Instrument Selectorは完全に再設計され、使い
勝手がさらに向上しています。変数記述ファイルか
ら変数がドラッグされると計器が自動的に生成され
るため、あらかじめ計器を作成しておく必要はあり
ません。また、その他の多くの小さな改良も、全体と
してユーザの作業時間を大幅に短縮します。

プロッタおよび後処理
継続的な計測は、プロッタ計器で観察し、以前の記
録データとの比較が行えます。このとき、タイムカー
ソルをデータ内の任意の点に直接移動することがで
きます。また、複数のプロッタを同期してスクロール

することができます。プロッタは、オシロスコープに
似たトリガディスプレイに切り替えることができ、高
周波信号の解析（たとえばシステムのステップ応答
の評価）などのタスクが簡単に行えます。

Bus Navigator
CAN、LINおよび FlexRayなどのバスシステムへの
アクセスのため、接続されたHILおよび RCPプラッ
トフォームにバスインターフェースおよび PCイン
ターフェースボードを統合することができます。Bus 
Navigatorは、DBC、LDFおよび ASAM MCD-2 
NET（FIBEX）で定義された現在の通信マトリクス
をわかりやすく表示します。バスメッセージを送受
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信するためのレイアウトは、簡単なボタン操作で生
成でき、定義されたすべての信号が自動的にレイア
ウトに含まれます。Bus Navigator内から、信号を
ディスプレイおよびパラメータ設定計器に接続でき
ます。バスモニタを使って、CANおよび LINのトラ
フィックとメッセージ情報（たとえば、システムセット
アップ中など）を表示、記録することができます。記
録されたCANトラフィックは、リアルタイムで再生
することができます。

Signal Editor
新しい Signal Editorで、サイン、ランプまたはノイ
ズなどの時間同期の stimulus信号をグラフィカル

に定義することができ、信号形態の変化を条件に
結びつけることもできます（たとえば、「車速が 50 
km/h未満である場合は、サイン波信号を発生する」
など）。Measurement Data Managerで記録さ
れた信号は、ドラッグするだけで簡単に stimulus
信号として入力することができます。Signal Editor
は、信号動作をASAM AE HIL API 1.0規格で保
存します。

自動化
ControlDesk Next Generationは、その総合的
な自動化オプションによりアプリケーション固有の
拡張にも対応し、既存の開発およびテストプロセス

にも最適に統合できます。外部ツールからのツール
イベントを受信し、処理することができます（たとえ
ば AutomationDeskでのテストシーケンスの制御
など）。自動化インターフェースは、外部アプリケー
ション（C#、C++、Visual Basicなどで実装）が統
合できるようCOMオブジェクトモデルとして実装
し、自動化スクリプトはさまざまなプログラミング言
語（Python、C#および Visual Basicなど）で書く
ことができます。ASAM MCD-3規格でコンパイル
する自動化モジュールもご用意しています。
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